
・組織の活動面積　Ａ＝ ｈａ ■ ■ □

・組織の構成員数　約 人

構成員 農家、非農家、区、アルプスビューファーム部奈、子供育成会、地区公民館、婦人会、日赤奉仕団、高齢者クラブ

81 取組開始年度 平成１９年～ 平成１９年～ ―

組織形態

部奈農水会（松川町）

                                          べなのうすいかい

47.61 資源向上(共同）
資源向上
(長寿命化）

農地維持

組織の概要

当地区は、松川町の天竜川左岸の高台に位置し、対岸に中央アルプス南駒ケ岳・西駒ケ岳を望む風光明媚な

場所に位置しています。

昔から用水の確保に苦労した土地ですが、江戸時代の後期、先人たちの苦労により、遠く伊那山脈の沢より用

水を確保する事が出来ました。そんな状況から多面的機能支払交付金への取り組みにより、地域の皆様のご理

解のもと、管内の溜池・用水路の保全管理に努め農地を守っています。また、農村環境保全の観点から溜池の

土手への水仙の植栽・希少種のマシジミの保護観察等の取り組みを行っています。

雄大な山々を目の前に望む地・部奈

水路の井浚い作業 ため池の草刈り作業
獣害電気防護柵廻りの

草刈り作業

小学生とのマシジミの勉強会
ため池に外来種生息確認
ウチダザリガニの駆除

中学卒業生
による
桜苗木の

卒業記念植樹
地域住民による
水仙の球根植栽


